
このパネルでは、デバイスの位置情報レポート、位置情報の適用、ジオフェンス定義を制御する Android
ポリシー設定をグループ化しています。 Cerberus Enterprise
でデバイスの位置情報を収集したり、デバイスが設定されたエリアに入ったり出たりするのを検出したい場
合に利用してください。

デバイスの測位情報レポートを有効にします。この設定を通じて収集された位置データは、
ダッシュボードの場所マップ 、デバイスの概要の場所履歴、およびジオフェンス処理に使用されます。

会社所有デバイスの場所の設定を制御します。

ユーザーの選択 ：ポリシーによる位置情報サービスへの制限はありません。
適用 ：デバイスの位置情報サービスは有効になっています。
無効 ：デバイスの位置情報サービスはオフになっています。

職場アプリの位置情報共有を無効にします。プロファイル所有者デバイスでは、ワークプロファイルに影響
します。完全に管理されたデバイスでは、デバイス全体の場所が無効になり、デバイスの位置情報モードが
上書きされます。

アクティブなジオフェンスは動作するために位置情報レポートが必要です。少なくとも 1
つのジオフェンスが有効になっている場合、 Cerberus Enterprise
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完全に管理されていないデバイスでは、位置データは引き続き Cerberus Enterprise
アプリが必要な位置情報へのアクセス許可を持っていることと、デバイスの位置情報サービスが有効
になっていることに依存する場合があります。
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は関連する位置情報設定を自動的に一貫性を保ちます。

位置情報レポート は、アクティブなジオフェンスが存在する間、強制的に有効になります。
位置情報モード は 強制 されます。
位置情報の共有が無効化 されます。

位置情報の報告  を無効化しようとすると、 1つ以上のジオフェンスが有効な場合、 Cerberus Enterprise
は確認ダイアログを表示します。続行すると、ポリシー内のすべての有効なジオフェンスが無効になります
。

ポリシーには最大 10個のジオフェンス
を含めることができます。ジオフェンスの名前はポリシー内で一意である必要があります。

ジオフェンスを追加
して、新しいエントリを作成します。各ジオフェンスには、次の主要なフィールドが含まれます。

名前 : 必須で一意です。
Latitude および  Longitude: エリアの中心です。
半径  (m): 必須、 100～ 10000メートルです。
説明 : 管理者向けオプションのメモです。
レポート投入 と レポート終了 : どの遷移イベントを生成するかを選択してください。
アクティブ ：ジオフェンスを削除せずに、有効または無効にします。

各ジオフェンスカードには、エリアの地図プレビューが表示されます。地図上または数値フィールドからジ
オメトリを編集できます。

地図をクリックすると、エリア編集がアンロックされた際にジオフェンスの中央を移動できます。
現在地 の場所 ボタンを使って、マップを現在ブラウザの位置に中心合わせします。
ジオフェンスの推奨表示範囲を復元するために、 マップの中心に戻す
ボタンを使用してください。
ジオフェンスの形状を誤って変更しないように、ロックボタンを使用してください。
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各ジオフェンスに対して、 レポート入 または レポート退出 の少なくとも 1
つは有効である必要があります。
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ジオフェンスの遷移は、 Android デバイス概要  ページ内、ロケーションパネルの ジオフェンス
タブで確認できます。そのタブでは、専用の地図上で遷移を表示し、フィルタリングツールと遷移リストも
表示されます。
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